
1,2コマ⽬ 起業家講演・アイディア発想
1コマ⽬ 起業家講演

内容：しくじり籔内（トーク+ワークショップ）
場所：体育館
対応者：代表（籔内）登壇、補助Liremメンバー
話すテーマ：起業しようとしたきっかけ、起業するまでになにをやっていたか、起業してからの出
来事、どんな事業をやっているのか、中学⽣に伝えたいこと

ワークショップ：アイディアを考えてみる
課題からの解決策（⾝のまわりで困っていること⇨こういうのあったらいいよねの発想）
ワークショップ例：
・テーマか1つ課題を選んで⾒つけてみよう（例：⽣徒同⼠の交流が少ない問題）
・さらに課題を深掘りしてみよう（課題例：他のクラスの⼈を知らない、他のクラスと仲良くなる
きっかけが少ない）
・⾒つけた課題の解決策を考えよう（解決策例：廊下にガチャガチャを設置し、紙に⾃分の特徴や
趣味を書いたもの同⼠で交流してみる）

■詳細内容

2コマ⽬ アイディア発想

①インプット（資料等を使った説明）※1クラスでリアル、あとの4クラスはzoomにて共有する
・全体のゴール感、スケジュールを共有、本⽇のゴール共有

・ルールの共有（いいねを⾔い合う、否定から⼊らない、ルールがないことがルール、笑顔、あいづ
ち、もう少し教えて）
・アイディア発想のやり⽅

・アイディアを考えるためのフレームワークの使い⽅（※発想のためのワークシート作成）
・プレ発表のアウトプットのイメージ

②アイディア発想
□ミライマップの振り返り
□アイディア出し

1,課題を考える
⾃分の⾝の回りにおける困っていること、⾃分⾃⾝が直⾯している困っていること、他の⼈が体験し
ている困っていることで解決したい問題を考える。

2,周りの⽣徒と困っていることを共有し合う
3,アイディアを考える（解決策）

⾃分の解決したい課題を設定し、解決策を考える。できるできないは後にして、こういうのあったら
いいなという考え⽅をする。

4,周りの⽣徒とアイディアを共有
③プレ発表資料作成
・プレ発表資料作成（アイディア名、コンセプト、課題、解決策のイメージ絵等）
A4の1枚で作成する

■2コマ⽬流れ

■イメージ

内容：課題からアイディアを考え、プレ発表の資料を作成する。
場所：教室
対応者：学⽣メンター（5クラス5名）、Lirem1名

■詳細内容

ワークショップ時の配置
正⾯

Liremメンバー



3,4コマ⽬ チームビルディング・解決策ブラッシュアップ
3コマ⽬ プレ発表・チームビルディング 4コマ⽬ 解決策ブラッシュアップ・インタビュー

①インプット（資料等を使った説明）※1クラスでリアル、あとの4クラスはzoomにて共有する
・前回の振り返り等のチェックイン
・本⽇のゴール共有
・ルールの共有
・インタビューをしてみよう（インタビューのやり⽅）
・プロトタイプを作ってみよう
・学⽣メンターに壁打ちしてみよう【仮】

②課題や解決策のブラッシュアップ
・チームで話し合い

③インタビューしてみよう

・この課題は本当にあるのか、この解決策はどうなのかを顧客になる⼈にインタビューしてみる。
対象（ターゲット）が周りの学⽣であればインタビューしてみる。
対象が異なる場合、準備（ google form 作成等）する。宿題でインタビューしてくる。

④プロトタイプを作ってみよう

サービスのイメージを必要最⼩限で形つくってみる。
⼿書き、Camva、figma、ダンボールなどの貼り合わせ

■4コマ⽬流れ

内容：インタビューを通して、課題や解決策をブラッシュアップする。また、実践を通し
てインタビューの⼿法などを学ぶ。解決策のプロトタイプを作ってみる。

場所：教室
対応者：学⽣メンター（5クラス5名）、Lirem1名

■詳細内容
内容：プレ発表を⾏い、アイディアに賛同した⼈でチームを組む。課題やアイディ
アをチームで話し合う

場所：教室
対応者：学⽣メンター（5クラス5名）、Lirem1名

■詳細内容

①インプット（資料等を使った説明）※1クラスでリアル、あとの4クラスはzoomにて共有する
・本⽇のゴール共有
・プレ発表のやり⽅
・ルールの共有
・チームビルディングで⼤切なこと（⾃⼰開⽰、役割の話など）

・課題や解決策のブラッシュアップ
⇨チームで考えてみる、調べてみる、より⾯⽩いアイディアを考えてみよう
この課題って本当にあるの？この解決策ってもうあるんじゃないのかな

⇨アイディア思考⽅法（マインドマップ、ブレインストーミング、組み合わせ法など）
②プレ発表
・1⼈1分のプレゼン
・⾃分のアイディアを発表したい⼈（サポートする⼈も⼤事と伝える）
③チームビルディング
・チームを作る際に、仲良しだけのグループになりすぎないように促す
・発表者の近くに集まって4〜6⼈のチームを作る。チームの代表者とチーム名を決める
・こんなこと⼤事にしているよ、⾃分はこういうのできるよ、役割決め
④課題や解決策のブラッシュアップ（余剰時間次第で検討）

・チームで話し合い

■3コマ⽬流れ



5,6コマ⽬ 発表資料の作成・発表
5コマ⽬ マネタイズ、発表資料の作成 6コマ⽬ 発表資料作成・発表練習

①インプット（資料等を使った説明）※1クラスでリアル、あとの4クラスはzoomにて共有する
・振り返り等のチェックイン
・本⽇のゴール共有
・ルールの共有
・発表のやり⽅のインプット

②資料作成（アウトプットイメージ）

・プロダクト名/コンセプト（表紙）
・背景/課題
・解決策

・顧客の声
・マネタイズ

・メンバー紹介
・未来への展望

③発表練習
学⽣メンターや先⽣に聞いてもらう

■6コマ⽬流れ

内容：チームで話し合ってきたアイディアを発表資料に落とし込んでストーリ性のある発
表ができるようにする
場所：教室
対応者：学⽣メンター（5クラス5名）、Lirem1名

■詳細内容

内容：出てきた解決策に対してマネタイズ⽅法を検討する。チームで話し合ってき
た内容を発表資料にまとめる。

場所：教室
対応者：学⽣メンター（5クラス5名）、Lirem1名

■詳細内容

①インプット（資料等を使った説明）※1クラスでリアル、あとの4クラスはzoomにて共有する
・振り返り等のチェックイン
・本⽇のゴール共有
・ルールの共有
・アウトプットイメージ共有
・プレゼン発表の評価基準の共有

1,アイディアのユニークさ

2,顧客はいるのか（インタビューはしたか、課題は本当にあるのか）
3,実現可能性（明⽇からでも実⾏できるか）
・プレゼン資料の作り⽅・伝え⽅（Lirem流）

⇨ストーリー性、数字の使い⽅、1スライド1メッセージ等のプレゼンで必要なスキルを紹介する

②マネタイズ
マネタイズを⾃分たちで調べて考えてみる
※進捗具合を確認し、コンテンツを調整する。

■5コマ⽬流れ



7コマ⽬ 最終発表

①発表
・1チーム5分間 転換1分 ※チーム数により変動あり
・各クラスにて6，7チームが発表

②表彰
・経営者が評価基準に沿ってオンラインにて評価する
・全体的な総評をおこなう

③フィードバック
・学⽣メンターが全体的な総評を⾏う

④関わった学⽣団体やイベントなどの共有

⇨関わった学⽣メンターのコミュニティの紹介等があればgoogle classroomにて告知する、⽣徒側から
コミュニティ、イベントへの参加など次のネクストステップにつなげる

■7コマ⽬流れ

内容：チームで話し合ってきたアイディアを発表する。想いを乗せて相⼿に伝える
場所：教室

対応者：学⽣メンター（5クラス5名）、Lirem1名

■詳細内容


